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三
月
六
日（
火
）か
ら
五
月
十
三
日（
日
）

に
か
け
て
、
郷
土
博
物
館
で
は
、
江
戸
時

代
後
期
の
絵
師
谷
文
晁
と
、
そ
の
養
嗣
子

で
あ
る
一
世
文
一
、
さ
ら
に
そ
の
長
男
の

二
世
文
一
と
い
う
、
谷
家
三
世
代
に
わ
た

る
画
業
と
系
譜
を
検
証
し
た
文
化
遺
産
調

査
企
画
展
「
谷
文
晁
と
二
人
の
文
一
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。文
晁
と
一
世
文
一
は
、

文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
の
千
住
酒
合

戦
に
賓
客
と
し
て
招
か
れ
る
な
ど
、
千
住

の
地
と
人
に
親
し
み
ま
し
た
が
、
そ
れ
に

続
く
二
世
文
一
も
ま
た
、
文
晁
の
門
下
で

も
あ
る
上
沼
田
村
（
現
足
立
区
江
北
）
の

豪
農
舩
津
文
渕
と
深
く
親
交
し
て
い
た
こ

と
が
文
渕
の
家
に
伝
来
し
た
作
品
・
資
料

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
こ
の
二
世
文
一
と
、
そ
の
弟
で

文
晁
か
ら
続
く
谷
家
の
継
承
者
と
な
っ
た

谷
文
中
（
た
に 

ぶ
ん
ち
ゅ
う
）
の
足
跡

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
二
世
文
一
・
文
中
に
至
る
谷
家
の
系
譜

　

関
東
文
人
の
大
御
所
と
し
て
、
画
壇
と

文
人
社
会
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
谷

文
晁
（
一
七
六
三
～
一
八
四
〇
）
で
す
が
、

そ
の
身
分
立
場
は
あ
く
ま
で
祖
父
の
谷
本

教
（
た
に 

も
と
の
り
）、父
の
谷
麓
谷
（
た

に 

ろ
く
こ
く
）
と
続
く
田
安
徳
川
家
の

家
臣
で
し
た
。
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）、

父
に
続
い
て
二
十
六
歳
で
奥
詰
見
習
い
と

し
て
田
安
藩
へ
出
仕
を
は
じ
め
、
そ
の
四

年
後
に
は
、田
安
宗
武
の
子
で
白
川
藩
主
・

幕
府
老
中
首
座
の
松
平
定
信
の
近
習
と
な

り
ま
す
。
も
っ
ぱ
ら
画
事
に
よ
っ
て
定
信

に
仕
え
、
そ
の
文
化
活
動
に
貢
献
し
て
い

た
文
晁
は
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に

父
麓
谷
が
没
し
た
こ
と
に
よ
り
家
督
を
継

承
し
、
谷
家
の
当
主
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
家
督
継
承
以
前
、
文
晁
は
宮
津

藩
医
利
光
澹
斎
（
と
し
み
つ 

た
ん
さ
い
）

の
息
子
で
、
早
く
か
ら
文
晁
門
下
で
画

才
を
見
せ
て
い
た
文
一
郎
（
一
世
文
一
、

一
七
八
七
～
一
八
一
八
）
を
娘
お
宣
の
婿

に
迎
え
て
い
ま
し
た
が
、
文
政
元
年
、
一

世
文
一
は
権
太
郎
（
二
世
文
一
）、
啓
次

郎
（
文
中
）
の
二
人
の
息
子
を
残
し
て

三
十
二
歳
で
逝
去
し
、
文
晁
の
後
継
者
と

な
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

跡
継
ぎ
の
最
有
力
で
あ
っ
た
一
世
文
一

を
喪
っ
た
文
晁
で
す
が
、お
宣
の
母
、幹
々

（
か
ん
か
ん
）
の
没
後
に
娶
っ
た
阿
佐
子

と
の
間
に
三
男
四
女
を
設
け
て
お
り
、
田

安
藩
士
谷
家
の
家
督
は
、
一
世
文
一
の
長

男
権
太
郎（
二
世
文
一
）で
は
な
く
、文
晁
・

阿
佐
子
の
実
子
で
あ
る
文
二
（
ぶ
ん
じ
、

一
八
一
二
～
一
八
五
〇
）
が
継
承
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
文
二
も
ま
た
文
晁
が

没
し
て
十
年
後
の
嘉
永
三
年
に
三
十
九
歳
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で
亡
く
な
り
、
続
い
て
十
一
歳
で
家
督
を

継
い
だ
文
二
の
長
男
文
五
郎
も
慶
応
三
年

（
一
八
六
七
）
に
二
十
八
歳
と
い
う
若
さ

で
早
世
し
、
谷
家
は
立
て
続
け
に
当
主
を

早
く
喪
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
文
二
や

文
五
郎
の
兄
弟
た
ち
が
こ
の
時
ど
の
よ
う

な
状
況
に
あ
っ
た
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
二
世
文
一
は
既
に
一
世
文
一
の

実
父
利
光
澹
斎
以
来
の
縁
も
あ
っ
て
か
、

宮
津
藩
に
出
仕
し
て
お
り
、
文
五
郎
の
没

後
、
谷
家
の
家
督
は
二
世
文
一
の
弟
、
す

な
わ
ち
一
世
文
一
の
次
男
で
あ
る
啓
次
郎

（
文
中
）
が
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
絵
師
の
一
族
と
し
て
名
を
馳
せ
た
谷

家
の
系
譜
は
最
終
的
に
、
宮
津
で
画
業
を

繋
い
だ
二
世
文
一
と
、
そ
の
弟
の
文
中
と

い
う
一
世
文
一
の
遺
児
た
ち
に
よ
っ
て
、

幕
末
か
ら
明
治
の
時
代
の
転
換
期
を
越
え

て
繋
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

で
は
以
降
、
こ
の
二
世
文
一
と
文
中
の

兄
弟
に
つ
い
て
顧
み
て
い
き
ま
す
。

■
宮
津
藩
士
、
二
世
文
一

　

二
世
文
一
は
先
述
の
通
り
初
名
を
権
太

郎
と
い
い
、
絵
師
と
し
て
は
じ
め
文
権
、

続
い
て
文
逸
と
号
し
た
後
、
天
保
初
年
、

二
十
歳
前
後
に
父
の
号
を
継
承
し
て
文
一

を
名
乗
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
生

年
に
つ
い
て
、
文
晁
の
末
弟
子
で
あ
る
野

村
文
紹
が
著
し
た
『
写
山
楼
の
記
』
に
収

録
さ
れ
た
谷
家
の
家
系
図
で
は
文
化
十
一

年
（
一
八
一
四
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
世

文
一
が
埋
葬
さ
れ
た
丹
後
宮
津
の
大
頂
寺

過
去
帳
の
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
十
月

三
十
一
日
の
没
時
で
「
六
十
四
年
一
ヶ
月
」

と
い
う
記
録
の
逆
算
か
ら
、
あ
る
い
は
文

化
十
年
生
ま
れ
と
も
さ
れ
ま
す
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
、
父
一
世
文
一
と
死
別
し
た
の

は
五
、六
歳
の
幼
少
時
で
あ
り
、
以
降
二
世

文
一
は
祖
父
文
晁
の
指
導
の
も
と
画
道
を

深
め
、
田
安
藩
士
谷
家
の
家
督
を
文
二
、

文
五
郎
が
継
承
し
て
い
く
傍
ら
、
自
身
は

給
人
格
御
次
詰
と
し
て
丹
後
宮
津
藩
に
出

仕
し
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
は
遣

米
使
節
団
の
一
員
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡

る
と
い
う
稀
有
な
経
歴
を
歩
む
に
至
り
ま

す
。

　

こ
の
二
世
文
一
の
事
跡
を
語
る
記
録
・

著
述
と
し
て
は
、
幾
つ
か
の
逸
話
を
収
め

た
『
写
山
楼
の
記
』
中
の
「
二
世
文
一
の

記
」、
二
世
文
一
と
親
交
深
い
舩
津
文
渕

の
日
記
『
菜
庵
雑
記
』、
そ
し
て
日
本
画

家
の
結
城
素
明
が
、
宮
津
で
活
動
し
た
絵

師
の
佐
藤
正
持
を
論
じ
る
中
で
二
世
文
一

に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
『
勤
王
画
家

佐
藤
正
持
』（
弘
文
社
、
一
九
四
四
年
）

の
三
つ
が
主
だ
っ
た
資
料
と
言
え
ま
す
。

　
「
二
世
文
一
の
記
」
は
、
そ
の
人
柄
を

示
す
逸
話
が
主
で
す
が
、「
同
人
洋
行
を

久
々
志
願
な
る
所
、
先
年
初
て
ア
メ
リ
カ

出
張
の
官
吏
に
付
て
出
帆
な
し
、
先
支
那

に
上
陸
な
し
、
彼
地
の
者
に
應
接
な
し
け

る
に
、
一
人
の
支
那
人
、
是
が
文
晁
の
孫

な
る
か
と
し
た
し
く
曰
け
る
よ
し
」
と
、

二
世
文
一
の
遣
米
使
節
団
随
従
に
つ
い
て

も
触
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で『
菜
庵
雑
記
』

は
、
嘉
永
二
～
安
政
元
年
（
一
八
四
九
～

一
八
五
四
）
に
か
け
て
綴
ら
れ
た
文
渕
の

日
記
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
頻
繁
に
二
世

文
一
が
文
渕
の
屋
敷
に
訪
れ
て
逗
留
し
た

こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
嘉
永

四
年
（
一
八
五
一
）
末
か
ら
五
年
半
ば
に

か
け
て
は
、
お
よ
そ
一
月
に
一
回
の
ペ
ー

ス
で
文
渕
宅
へ
逗
留
し
て
お
り
、
二
世
文

一
と
文
渕
と
の
親
交
の
程
が
窺
え
ま
す
。

ま
た
嘉
永
五
年
六
月
十
三
日
の
記
述
に

は
「
谷
文
一
朝
来
丹
後
宮
津
出
立
之
趣
来

十
六
日
頃
」
と
あ
り
、
こ
の
頃
に
は
二
世

文
一
が
宮
津
藩
士
と
し
て
江
戸
と
宮
津
と

を
行
き
来
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。

　
『
勤
王
画
家
佐
藤
正
持
』
で
は
、
宮
津

で
の
二
世
文
一
の
足
跡
が
論
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
著
者
の
結
城
素
明
は
、
そ
の
中
で

前
述
の
大
頂
寺
過
去
帳
か
ら
の
二
世
文

一
の
生
年
や
、
二
世
文
一
の
妻
が
明
治

二
十
九
年
に
没
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に

娘
の
ひ
さ
が
独
身
の
ま
ま
明
治
四
十
四
年

（
一
九
一
一
）
に
四
十
六
歳
で
没
し
た
こ

と
で
そ
の
家
系
が
廃
絶
し
た
こ
と
を
述
べ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
佐
藤
正
持
を

含
め
た
宮
津
藩
主
と
二
世
文
一
の
親
し
い

間
柄
に
つ
い
て
も
検
証
し
て
い
ま
す
。
二

世
文
一
は
維
新
後
に
旧
藩
主
本
庄
宗
武
が

発
行
し
た
『
謝
海
新
聞
』
に
挿
絵
や
表
紙

絵
を
描
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
内
容
は
そ

れ
に
至
る
宮
津
で
の
二
世
文
一
の
立
ち
位

置
を
物
語
る
と
言
え
ま
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
記
録
・
記
述
を
精
査

し
て
い
く
こ
と
で
、
二
世
文
一
の
活
動
と

画
作
を
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が

出
来
る
で
し
ょ
う
。

■
谷
家
の
継
承
者
、
文
中

　

こ
れ
ら
の
記
録
が
残
る
二
世
文
一
に
対

し
、
文
二
の
息
子
文
五
郎
の
後
に
谷
家
の

家
督
を
継
い
だ
弟
の
文
中
（
一
八
一
七

～
七
六
？
）
の
足
跡
を
語
る
記
録
は
必

ず
し
も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。『
写
山
楼
の

記
』
中
の
家
系
図
に
付
さ
れ
た
記
述
に
よ

れ
ば
、
文
中
は
初
名
を
啓
次
郎
と
言
い
、

一
世
文
一
が
没
す
る
前
年
の
文
化
十
四
年

（
一
八
一
七
）
に
生
ま
れ
、「
文
五
郎
依
早

世
跡
目
相
續
」
す
な
わ
ち
文
五
郎
が
早
世

し
た
こ
と
に
よ
り
そ
の
家
督
を
相
続
す
る

こ
と
と
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
中
も
ま
た
、
二
世
文
一
と
同
様
、
早

期
か
ら
写
山
楼
で
文
晁
の
教
え
を
受
け
て

画
道
に
入
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
、
野
村
文

紹
が
天
保
初
年
頃
の
写
山
楼
の
様
子
を
描

い
た
『
写
山
楼
の
記
』
中
の
一
図
「
天
保

初
年
中
写
山
楼
上
日
々
来
客
之
図
」で
は
、

文
二
と
共
に
作
画
を
行
う
文
中
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
当
館
で
は
、
前
頁
上
部
掲
載

の
三
幅
対
《
福
禄
寿
・
松
鶴
・
梅
亀
図
》

を
所
蔵
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
他
、
東
京

国
立
博
物
館
所
蔵
の
《
谷
文
晁
像
》、
三

遊
亭
円
朝
の
幽
霊
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
保

管
す
る
全
生
庵
所
蔵
の
《
幽
霊
図
》、
板

橋
区
立
美
術
館
所
蔵
の
対
幅
《
梅
下
双
鶏

図
》
な
ど
、
必
ず
し
も
多
数
で
は
な
い
も

の
の
そ
の
作
例
は
現
在
に
も
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
絵
師
と
し
て
文
中
の
名

が
公
に
登
場
す
る
の
は
文
中
四
十
七
歳
、

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
『
文
久
文
雅

人
名
録
』
が
初
出
で
あ
り
、
あ
る
い
は
幕

末
期
と
い
う
状
況
が
影
響
し
て
の
こ
と
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
絵
師
と
し
て
の
地

歩
を
得
た
の
は
必
ず
し
も
早
く
な
か
っ
た

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

と
は
言
え
、
文
二
、
文
五
郎
亡
き
後
、

文
中
に
対
す
る
谷
家
後
継
者
と
い
う
認
識

は
文
晁
一
門
に
連
な
る
人
々
に
浸
透
し

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
慶
應
元
年
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（
一
八
六
五
）、
文
晁
の
二
十
七
回
忌
法
要

を
兼
ね
て
「
文
晁
谷
先
生
追
福
遺
墨
展
観

会
」
が
、
佐
竹
永
海
ら
が
会
幹
と
な
っ
て

源
空
寺
を
会
場
に
行
わ
れ
た
際
に
は
、
二

世
文
一
が
加
わ
ら
な
い
中
、
文
中
が
会
主

を
務
め
て
い
ま
す
。
果
た
し
て
こ
の
会
が

文
中
の
発
案
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
は
な

い
も
の
の
、
宮
津
藩
士
と
し
て
画
業
を
繋

い
だ
兄
二
世
文
一
に
対
し
、
文
中
が
谷
家

の
当
主
と
し
て
、
江
戸
東
京
を
舞
台
に
文

晁
以
来
の
一
門
の
繋
が
り
の
中
で
活
動
し

て
い
た
こ
と
は
確
か
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
後
、
文
中
は
明
治
九
年
（
一
八
七

六
）
頃
に
没
し
た
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後

の
系
譜
関
係
は
不
詳
で
す
が
、
文
渕
の
舩

津
家
に
伝
わ
る
、
書
簡
や
記
録
に
は
昭
和

八
年
（
一
九
三
三
）
頃
に
は
谷
文
造
と
い

う
人
物
が
谷
家
の
当
主
と
な
っ
て
お
り
、

舩
津
家
を
訪
れ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い

ま
す
。
谷
家
の
系
譜
は
、
文
中
の
後
も
着

実
に
繋
が
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

文
晁
・
一
世
文
一
に
続
く
二
世
文
一
・

文
中
兄
弟
へ
の
調
査
は
、
未
だ
端
緒
に

入
っ
た
ば
か
り
で
す
。
今
後
の
検
証
に

よ
っ
て
、
足
立
と
の
関
係
も
含
め
、
そ
の

活
動
は
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

※ 

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
結
城
素
明
著

『
勤
王
画
佐
藤
正
持
』
に
つ
い
て
は

「
谷
文
晁
と
二
人
の
文
一
」
で
ご
指
導

頂
い
た
玉
蟲
敏
子
氏
と
、
同
氏
を
通

じ
て
早
稲
田
大
学
教
授
、
成
澤
勝
嗣

氏
よ
り
情
報
を
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
記
し
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

千
住
の
百
万
遍（
後
）

　
　
永
野
家
資
料
か
ら

�

荻
　
原
　
ち
と
せ

■
千
住
二
丁
目
百
万
遍
の
歴
史　

後
半

は
、
千
住
二
丁
目
で
の
百
万
遍
の
歴
史
や

内
容
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
以
下
の
よ
う
な
内
容
や
決
ま
り
と

な
っ
て
い
る
。

○�

元
禄
期
に
始
め
ら
れ
、
二
十
人
を
講
中

仲
間
と
し
た
。

○�
仲
間
内
に
病
死
人
が
出
た
場
合
は
、
互

い
に
世
話
を
し
、
埋
葬
の
穴
掘
り
野
辺

送
り
な
ど
懇
ろ
に
執
り
行
い
、
元
日
、

五
節
句
、
大
晦
日
、
祝
い
の
月
や
日
に

関
わ
ら
ず
当
た
る
。

○�

病
死
人
、
病
で
親
類
や
身
寄
り
の
者
も

立
ち
寄
ら
な
い
時
は
、
な
お
さ
ら
篤
く

世
話
を
し
、
講
中
の
仲
間
内
は
互
い
に

親
切
に
立
ち
寄
り
世
話
を
す
る
よ
う
に

確
認
す
る
。

○�

講
銭
は
月
に
二
十
四
文
ず
つ
掛
け
て
、

香
典
は
銭
一
貫
弐
百
文
ず
つ
講
銭
の
う

ち
か
ら
出
す
。

○�

年
忌
法
事
の
際
は
、
花
料
と
し
て
銭

二
百
文
ず
つ
仏
前
に
供
え
る
。

○�

葬
式
が
重
な
り
香
典
が
不
足
の
場
合

は
、そ
の
時
々
、そ
れ
ぞ
れ
が
出
金
す
る
。

○�

野
辺
送
り
に
参
加
し
な
い
、
月
掛
け
講

銭
を
滞
納
す
る
な
ど
の
こ
と
が
あ
れ
ば

講
か
ら
除
名
す
る
。

○�

前
書
き
の
通
り
、
一
同
で
相
談
取
り
決

め
、
人
が
入
れ
替
わ
り
の
と
き
は
、
そ

の
と
き
の
世
話
人
が
説
明
し
、
昔
か
ら

の
し
き
た
り
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
取
り

は
か
ら
い
、
念
仏
講
中
が
永
続
す
る
よ

う
に
す
る
。

○�

講
銭
の
残
り
が
で
た
場
合
は
、
講
中
の

諸
道
具
を
購
入
し
て
お
き
、
百
万
遍
の

修
業
に
差
し
支
え
が
な
い
よ
う
に
し
、

講
が
消
滅
し
な
い
よ
う
に
、
一
同
が
心

が
け
、
念
仏
修
業
を
怠
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
す
る
。

■
末
文　

終
盤
は
、
念
仏
講
の
ご
利
益

と
、
帳
面
成
立
の
顛
末
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。

　

現
世
で
は
家
門
繁
栄
、
病
気
・
災
難
・

悪
魔
の
調
伏
、
福
徳
円
満
子
孫
長
久
、
後

世
は
、
極
楽
浄
土
で
仏
菩
薩
と
同
一
の
蓮

華
台
上
に
往
生
す
る
こ
と
が
間
違
い
な
い

と
す
る
。

　

月
日
が
経
っ
て
し
ま
い
、
帳
面
が
大
き

く
破
れ
文
字
な
ど
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
た
め
、
帳
面
を
新
し
く
し
て
、
前

か
ら
伝
え
て
い
る
文
面
を
そ
の
ま
ま
写
し

て
置
い
て
、
後
の
世
の
見
聞
と
し
て
永
野

政
重
が
再
興
し
て
お
く
も
の
で
あ
る
。
以

上
と
し
て
、
記
年
と
署
名
が
あ
る
。

　

嘉
永
四
次
星
辛
夷
稔
八
月
再
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
野
政
重
写

　

述
べ
ら
れ
て
い
る
講
の
決
ま
り
ご
と
の

内
容
を
見
る
と
、
そ
の
役
割
は
、
穴
掘
り

や
、
棺
を
担
い
で
ゆ
く
野
辺
送
り
な
ど
、

葬
儀
の
実
務
や
、
講
員
の
家
族
の
年
忌
法

要
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
念
仏
功
徳

と
修
行
の
た
め
と
い
う
よ
り
、
講
中
内
の

葬
儀
の
役
割
を
担
う
こ
と
で
あ
り
、
実
際

に
講
中
の
家
族
、
先
祖
の
供
養
を
願
う
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

区
内
の
農
村
部
に
お
い
て
は
、ズ
シ（
村

組
）
の
な
か
で
、
組
合
と
よ
ば
れ
る
葬
儀

の
際
の
相
互
扶
助
を
行
う
仲
間
が
近
隣
の

数
軒
で
組
ま
れ
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ

る
。
集
落
に
よ
っ
て
、
念
仏
講
や
百
万
遍

念
仏
を
行
う
講
中
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
葬
式
の
実
働
を
す
る
組
合
と
は

同
一
で
は
な
い
。
念
仏
を
行
う
講
は
、
通

夜
や
、
葬
儀
に
引
き
続
く
法
事
に
喪
家
に

集
ま
り
、
念
仏
を
あ
げ
る
こ
と
が
役
割
で

あ
り
、
穴
掘
り
や
野
辺
送
り
と
い
っ
た
実

際
の
葬
儀
に
関
わ
る
役
割
は
組
合
の
行
う

も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

百
万
遍
念
仏
や
念
仏
講
は
女
性
だ
け
で
構

成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

　

葬
儀
社
が
出
現
す
る
ま
で
、
千
住
の
町

の
な
か
で
、
葬
儀
の
実
務
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
千
住

二
丁
目
の
二
十
軒
で
は
、
こ
の
百
万
遍
念

仏
講
中
が
互
い
の
葬
儀
で
の
実
務
を
行
う

も
の
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
葬
儀
法
要
に
関
わ
る
こ

と
が
主
で
、
定
例
に
行
事
と
し
て
行
っ
て

い
る
様
子
は
う
か
が
え
な
い
。
し
か
し
、

講
員
二
十
軒
分
の
年
忌
法
要
を
行
う
こ
と

な
ど
を
考
え
れ
ば
、
か
な
り
の
頻
度
で
行

わ
れ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

■
講
道
具
の
目
録　
次
に
続
く
の
は
講
の
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道
具
の
目
録
で
あ
る
。
表
題
に
講
中
持
と

あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
が
講
の
共
有
物
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

念
仏
講
中
持
百
万
遍
諸
道
具
品

　
　
十
三
仏
画
像
　
　
壱
幅

　
　
大
数
珠
　
　
　
　
壱
連

　
　
小
数
珠
　
　
　
　
壱
連

　
　
伏
鉦
　
　
　
　
　
壱
座

　
　
敲
鉦
　
　
　
　
　
壱
釣 

　
　
撞
木
　
　
　
　
　
弐
挭

　
　
数
取
箱
　
　
　
　
壱
具

　
　
五
具
足
　
　
　
　
壱
具

　
　
膳
椀
　
　
　
　
　
弐
拾
人
前

　
　
茶
碗
　
　
　
　
　
弐
拾
人
前

　
　
念
仏
講
大
帳
　
　
壱
冊

　
　
　
〆
拾
壱
品

　
　
　
　
　
　
千
住
二
丁
目
内

　
　
　
　
　
念
仏
講
中
連
名

　

十
三
仏
画
像
は
「
壱
幅
」
と
あ
る
の
で
、

掛
軸
で
あ
る
。
人
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
の

四
十
九
日
ま
で
の
七
日
ご
と
、
百
か
日
、

一
週
忌
、
三
回
忌
、
一
三
回
忌
、
一
七
回

忌
、
二
十
三
回
忌
、
三
十
三
回
忌
と
十
三

の
法
要
を
守
護
す
る
本
尊
を
描
い
た
も
の

で
、
法
要
の
際
に
掛
け
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
あ
と
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
五
具
足
と

は
、
華
瓶
（
け
び
ょ
う
）
一
対
、
燭
台
一

対
、
香
炉
一
基
の
仏
前
に
飾
る
道
具
一
組

の
こ
と
で
あ
る
。
十
三
仏
の
掛
軸
を
本
尊

と
し
て
掛
け
、
中
央
に
香
炉
を
、
そ
の
両

側
に
燭
台
、
さ
ら
に
花
瓶
に
花
を
挿
し
て

飾
り
、
百
万
遍
念
仏
を
行
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　

数
珠
は
、
講
員
が
輪
に
な
っ
て
、
手
繰

り
回
す
こ
と
の
で
き
る
大
き
な
も
の
で
、

大
数
珠
、
小
数
珠
と
も
に
一
連
と
あ
る
の

で
、
大
型
な
も
の
と
小
型
な
も
の
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
参
加
す
る
人
数

や
場
所
の
広
さ
に
よ
っ
て
使
用
を
分
け
る

の
か
、
あ
る
い
は
小
数
珠
は
先
達
が
持
つ

よ
う
な
個
人
用
の
数
珠
を
指
す
可
能
性
も

あ
る
。
鉦
は
鉦
吾
（
し
ょ
う
ご
）
と
よ
ば

れ
る
念
仏
や
御
詠
歌
を
す
る
と
き
に
調
子

を
と
る
た
め
に
叩
く
鉦
で
、
伏
鉦
は
、
座

敷
に
置
い
て
叩
く
鉦
で
、
敲
鉦
（
た
た
き

が
ね
）
は
、「
壱
釣
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

鉦
に
あ
る
耳
に
紐
を
通
し
て
、
木
製
の
台

な
ど
に
吊
る
し
て
叩
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

撞
木
（
し
ゅ
も
く
）
は
、Ｔ
文
型
に
な
っ

て
い
る
棒
で
、
鉦
を
叩
い
て
音
を
出
す
道

具
で
あ
る
。

　

数
取
箱
は
、
念
仏
の
回
数
を
数
え
る
道

具
の
入
る
箱
で
、
鉦
や
数
珠
の
よ
う
に
、

職
人
が
作
り
購
入
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
決
ま
っ
た
形
や
形
式
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
講
中
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

念
仏
の
回
数
の
数
え
方
も
、
そ
の
講
中

の
間
で
伝
承
に
違
い
が
生
ま
れ
て
い
る
。

数
珠
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
粒
（
一
顆
）
を
手

で
繰
る
と
念
仏
を
唱
え
た
こ
と
に
な
り
、

大
数
珠
が
一
回
り
す
る
と
、
数
珠
の
顆
数

に
、
念
仏
を
唱
え
る
講
員
の
人
数
を
掛

け
た
回
数
が
唱
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

一
〇
八
〇
顆
の
数
珠
で
あ
れ
ば
、
20
人
で

一
回
を
二
万
六
千
回
と
数
え
る
。
ま
た
、

数
珠
が
一
回
り
す
る
こ
と
で
、
一
万
と
数

え
、
千
回
回
し
て
百
万
と
す
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
一
般
的
に
、
一
連
の
数
珠
の
な
か

に
房
や
大
珠
が
あ
り
、
こ
ち
ら
が
回
っ
て

く
る
と
、
そ
れ
を
押
し
頂
い
た
り
、
ま
た
、

回
す
と
き
の
目
安
に
も
な
る
。

　

区
内
で
数
取
り
が
残
さ
れ
て
い
る
の

は
、
鹿
浜
の
阿
弥
陀
院
（
七
―

一
九
―

七
）

で
行
わ
れ
て
い
る
押
部
の
百
万
遍
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
箱
の
な
か
に
、「
十
万
」

と
か
か
れ
た
木
札
が
取
り
付
け
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
横
に
指
で
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て

数
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
十
万
」

の
木
札
十
枚
が
三
列
と
な
っ
て
い
る
。
一

列
で
百
万
回
と
な
り
、
三
列
動
か
し
て

三
百
万
と
な
る
。

　

も
ち
ろ
ん
百
万
遍
念
仏
と
は
、
厳
密
に

百
万
回
を
唱
え
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
、

大
勢
で
唱
え
る
念
仏
は
、
そ
の
人
数
分
の

回
数
と
し
て
考
え
る
考
え
方
が
あ
り
、
多

人
数
で
な
る
べ
く
多
く
念
仏
を
唱
え
る
こ

と
に
功
徳
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

　

二
十
人
前
の
膳
椀
と
茶
碗
が
揃
え
ら
れ

て
お
り
、
年
忌
法
要
な
ど
で
百
万
遍
念
仏

を
し
た
あ
と
は
、
こ
う
し
た
食
器
を
使
っ

て
飲
食
を
行
う
慣
例
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
念
仏
講
大
帳
を
講

の
諸
道
具
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
る
。

■
講
の
世
話
人　
最
後
に
、
講
の
世
話
人

を
務
め
た
人
物
を
年
代
ご
と
に
記
し
て
い

る
。
寛
政
よ
り
文
化
年
間
、
文
化
よ
り
文

政
年
間
、天
保
よ
り
嘉
永
年
間
そ
れ
ぞ
れ
、

三
名
ず
つ
の
世
話
人
の
名
前
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
年
代
は
概
ね
で
あ
り
、
講
の
諸

道
具
の
記
載
と
と
も
に
、
永
野
政
重
が
嘉

永
四
年
時
に
、
思
い
出
し
て
遡
っ
て
記
し

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
永
野
氏
自

身
が
、
世
話
人
の
記
録
も
必
要
と
判
断
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

■
町
と
ム
ラ
の
違
い　
千
住
の
百
万
遍
念

仏
講
中
は
葬
儀
の
実
務
を
行
う
講
で
あ

り
、
農
村
部
の
葬
儀
の
互
助
や
念
仏
講
と

は
異
な
る
働
き
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
。そ
の
違
い
が
出
て
く
る
理
由
は
、

町
と
村
組
で
の
構
成
員
の
違
い
に
よ
る

も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
が
、

百
万
遍
念
仏
講
中
の
結
成
が
千
住
二
丁
目

だ
け
な
の
か
を
始
め
、
住
民
互
助
で
行
う

葬
儀
や
百
万
遍
念
仏
の
伝
承
が
千
住
で
途

絶
え
て
い
る
現
在
、
そ
れ
を
探
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。
今
後
も
情
報
収
集
し
て

い
き
た
い
。�

終

�

（
当
館
学
芸
員
）


